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夢
と
希
望
の

響
演

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

西
新
井
駅
の
近
く
、栗
原
一
丁
目
に
出
現

し
た
大
き
な
、ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
形
の
建

物
―
―
「ア
レ
は
一
体
な
に
?
」
。実
は
こ

の
建
物
、区
が
平
成
6
年
3
月
2
5日
の
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
て
現
在
建
設
を
進
め
て
い

る
も
の
で
、子
供
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
科

学
を
学
べ
る
「
こ
ど
も
科
学
館
」と
、区
内

初
の
本
格
的
ホ
ー
ル
を
備
え
た
「
西
新
井
文

化
ホ
ー
ル
」
と
の
複
合
施
設―
―
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ
。区
民
の
皆
さ
ん
が
科
学
や
文
化
・

芸
術
に
ふ
れ
、
親
し
む
だ
け
で
な
く
、
参
加

し
、学べ
る、
まさに
生涯
学習
の拠
点と

な
る
施
設
で
す
。
今
回
は
、
そ
の
概
要
と
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル
の
利
用
申
込
方
法
等
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成6 年3 月25日オープン予定

愛
称
は
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
は
、
西
新
井
駅
東

口
か
ら
徒
歩
3
分
。
地
上
4
階
、
地
下
2

階
、
延
べ
床
面
積
約
1
万
5
千
㎡
の

大
き
な
施
設
で
す
。

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
と
は
、
こ
ど
も
科

学
館
と
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
か
ら
な
る

こ
の
複
合
施
設
の
愛
称
。
子
供
た
ち
の

宇
宙
へ
の
夢
を
象
徴
す
る
「
銀
河
、
天

の
川
」
と
い
う
意
味
の
英
語
『
ギ
ャ
ラ

ク
シ
ー
』と
、
科
学
館
、
文
化
ホ
ー
ル
、

青
少
年
の
健
全
育
成
機
能
か
ら
な
る

「
文
化
ゾ
ー
ン
」
を
表
す
『
シ
テ
ィ
』

と
を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

不
思
議
と
ワ
ク
ワ
ク
が
い
っ
ぱ
い

科
学
に
ふ
れ
る
「
驚
き
と
感
動
」―
―

こ
ど
も
科
学
館
に
は
、
そ
ん
な
不
思
議

と
ワ
ク
ワ
ク
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
て
い

ま
す
。

科
学
の
城
・
サ
イ
エ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
テ
ー
マ
は
、「
科
学
の
夢
そ
し
て

禾
来
」。展
示
は
、
宇
宙
旅
行
、
地
球
発

見
、
科
学
の
広
場
、
い
の
ち
の
世
界
、

環
境
の
調
和
な
ど
約
3
0種
類
ほ
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
宇
宙

へ
の
旅
立
ち
を
凝
似
体
験
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

直
径
2
3
mの
傾
斜
型
ド
ー
ム
を
も
つ

プ
ラ
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
は
、こ
の
施
設
の

自
儼
の
ひ
と
つ
。
3
6
0度の
ス
ク
リ
ー
ン

い
っ
ぱ
い
に
映
し
出
さ
れ
る
「
全
天
周

映
画
」
は
、
迫
力
満
点
で
す
。
ま
た
、

銀
河
宇
宙
を
映
し
出
す
最
新
機
種
の
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
導
入
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

ほ
か
に
も
、
子
供
た
ち
が
遊
び
な
が

ら
学
べ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ル
ー
ム
や
、

多
目
的
に
使
用
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

主
役
は
、あ
な
た
自
身
で
す

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
は
、間
口
1
6
m
、

高
さ
8
m
、
奥
行
き
1
4
mの
舞
台
と
、9
0
8

の
客
席
(
う
ち
身
障
者
用
6
席
)
を

も
つ
、区
内
初
の
本
格
的
ホ
ー
ル
。
舞

台
設
備
や
音
響
、
照
明
等
の
充
実
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
格
調
高
い
仕
上
げ
を

ほ
ど
こ
し
、
文
化
・
芸
術
活
動
の
場
と

し
て
区
民
の
皆
さ
ん
が
胯
れ
る
多
目
的

ホ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、音
楽
会
。演
劇
、舞
踊
、

映
画
な
ど
、
区
民
の
皆
さ
ん
が
求
め
る

優
れ
た
芸
術
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
講
演
会
、
各
種
発

表
会
を
は
じ
め
と
す
る
区
民
の
皆
さ
ん

の
活
動
を
中
心
に
、
シ
テ
ィ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
、
吹
奏
楽
団
、
区
民
合
唱
団
等
の

文
化
活
動
の
練
習
や
成
果
発
表
の
場
と

し
て
も
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
予
定
で

す
。な

お
、
こ
の
ホ
ー
ル
に
は
、
リ
(
I

サ
ル
室
I
室
、
楽
屋
3
室
、
シ
ャ
ワ
ー

室
2
室
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

栗
原
に
建
設
中
の
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
の
完
成
予
想
模
型

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

1
2月
か
ら
受
付
開
始

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
(
西
新
井

文
化
ホ
ー
ル
)
の
オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
、

平
成
6
年
4
月
1
日
～
1
2
月
2
7
日
ま
で

の
ホ
ー
ル

等
の
利
用
の
申
し
込
み
の
受

付
を
開
始
し
ま
す

。

な
お

、
受
付
初
日
(
1
2
月
1
日
お
よ

び
1
5日
)

は

、
申
込
者
が
殺
到
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で

、
次
の
と
お
り
受

け
付
け
し
ま
す
(

応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
)
。
ま
た
、
初
日
以
降
は

、
そ
れ

ぞ
れ
の
翌
日
か
ら
、産
業
振
興
館
で
午

前
9
時
～
午
後
8
時
の
間
、先
着
順
に

て
受
け
付
け
し
ま
す
。

□
区
民
、
区
内
の
事
業
所
お
よ
び
区
内

に
お
勤
め
の
方

▽
平
成
6
年
4
月
1
日
～
8
月
3
1
日
ま

で
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合

日
時
=
1
2

月
1
日
(
水
)
、午
前
9
時

場
所
=

千
住
本
庁
舎
7
階

▽
平
成
6
年
9
月
1
日
～
1
2月
2
7日
ま

で
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合

日
時
=
1
2

月
1
日
(
水
)
、午
後
1
時

場
所
=

千
住
本
庁
舎
7
階

▽
1
2
月
2
日
以
降
の
申
し
込
み
は
、産

業
振
興
館
に
お
い
て
午
前
9
時
～
午
後

8
時
ま
で
、
先
着
順
に
て
受
け
付
け
し

ま
す
。

□
区
民
、
区
内
の
事
業
所
お
よ
び
区
内

に
お
勤
め
の
方
以
外
の
方

日
時
=
1
2月
1
5日
(
水
)
、
午
前
9
時

場
所
=
産
業
振
筴
館

※
1
2月
1
6日
以

降
の
申
し
込
み
は
。
産
業
振
興
館
に
お

い
て
午
前
9
時
～
午
後
8
時
ま
で
、
先

着
順
に
て
受
け
付
け
し
ま
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

用
意
す
る
も
の
=
利
用
料
金
(
右
上
表
)

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
文
化
施
設
建
設

室
　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

< 利 用 料 金 表>

※ 入場料等を徴収する場合は、金額に応じて割り増しとなります。( 2～10割増)

足立区議会

議 長 決 まる

巻田清治議長

10月25日( 月) に、第3 回
足立区議会定例会が開かれ、
議長に巻田 清治議員( 自由民
主党) が選出されました。

新たに2 人の
行政委員が就任しました

横山武士氏岡田尋史氏

10月25日( 月) に、足立区教育委員に
横山武士氏( 青井3 ―10―43) が、足立
区監査委員に岡田尋史氏( 中川4 ―23―19)

が就任し ました。

◎ 毎 月1 日( EXP) ・5 日 ・15 日 ・25 日 発行
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千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

そ れぞれの電 話番号 へ。

福

祉

老
人
医
療
制
度

老
人
医
療
制
度
に
は
、国
の
医
療
給

付
、都
の
医
寮
費
助
成
の
(
福
)
、区
の
看

護
料
差
額
助
成
が
あ
り
ま
す
(
表
―
)
。

こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
方
で
、
医
療

証
の
な
い
方
お
よ
び
一
部
負
担
金
の
特

例
(
表
―
の
※
印
)
に
該
当
す
る
方
は

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

先
=
千
庄
本
庁
舎
・
高
齢
者
医
療
係

表1　 老人医療制 度

表2　 平成5 年度度所得制限基準額表

※ 3 人以上は、原則として扶養人数が1 人
増すごとに35万円を加算
※ 所得は平成4 年中のものが対象

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

□
児
童
扶
養
手
当

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
、1
8歳
未

満
(
中
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児
童
は

2
0歳
未
満
)
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

母
ま
た
は
養
育
者
で

、
父
が
次
の
状
態

に
あ
る
方
…
離
婚
、死
亡
、生
死
不
明
、1

年
以
上
の
遺
棄
、1
年
以
上
の
法
令

に
よ
る
拘
禁
等
で
父
親
不
在
/
婚
姻
に

よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童
で
父
観
か

ら
認
知
さ
れ
て
い
な
い
た
め
父
親
不
在
/

父
親
が
重
度
の
障
害
(
身
障
手
帳
1

・
2
級
程
度
)

支
給
が
制
限
さ
れ
る

場
合
=
所
得
制
限
以
上
の
収
入
が
あ
る

と
き
/
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
と

き
/
児
童
が
父
親
の
死
亡
等
に
よ
り
公

的
年
金
を
受
給
、
あ
る
い
は
加
給
年
金

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
き
/
児
童
が

施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
/
昭
和
6
0

年
8

月
1
日
以
降
に
支
給
要
件
に

該
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
方
が
、5

年
以
上
請
求
し
な
か
っ
た
と
き

月
額
=

全
支
給
対
象
者
・
:
3
万
8

千
8
6
0円/

一
部
支
給
対
象
者
・
:
2

万
6

千
1
0円
/

児
童
が
複
数
の
と

き
2
人
目
・・・
5
千
円
、3

人
目
以

降
…
2

千
円
を
加
算

□
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
=

心
身
に
重
度
お
よ
び
中
度

の
障
害
(
愛
の
手
帳
I
～
3

度
ま

た
は
身
体
障
害
者
手
帳
1
1
3

級

程
度
)

を
も
つ
2
0
歳
未
満
の
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
方

※
次
に
該

当
す
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
・
:
所
得
が
限
度
額
以
上
あ
る
/

児
童

が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
/

児
童
が
障

害
を
理
由
と
す
る
公
的
年
金
の
受
給
資

格
者
で
あ
る

手
当
月
額
=

重
度
・
:
4

万
7

千
圏
円
/

中
度
=
・
3
万
1

千
4
4
0円

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
千
庄
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

こ
ど
も

就
学
時
健
康
診
断

を
行
っ
て
い
ま
す

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
、
就
学
時
健
康
診
断

を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
あ
て
の
通

知
舎
は
1
0月
初
旬
に
発
送
し
ま
し
た
の

で

、
指
定
の
日
時
・
場
所
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・

保
健
給
食
係

区
立
小
学
校
に

入
学
を
希
望
す
る

外
国
人
の
方
へ

ま
だ
入
学
申
請
の
手
続
き
を
し
て
い

な
い
方
は
、
お
子
さ
ん
の
外
国
人
登
録

証
明
書
(
手
帳
)を
持
参
し
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=
千
住
本
庁

舎
・
学
事
第
一
係

教

育

相

談

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言
葉
が

お
そ
い
な
ど
お
子
さ
ん
の
教
育
上
の
悩

み
に
つ
い
て
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

□
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室
　
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室
　
(
3
8
5
6
)
7
7
5
3

□
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
問
先
=

教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

年

金

6
0歳
説
明
会

日
時
=
H
月
1
6日
(
火
)
、午
前
1
0時
と

午
後
2
時
の
2
回
(
受
け
付
け
は
、
開

始
3
0分
前
か
ら
)

場
所
=
中
央
本
町

庁
舎
対
象
=
昭
和
8
年
1
2
月
2
日
～

昭
和
9
年
1
月
1
日
生
ま
れ
の
方
(
対

象
者
に
は
別
に
通
知
)

内
容
=
年
金

制
度
の
し
く
み
と
受
給
手
続
き
の
説
明

お
よ
び
個
別
相
談
(受
付
順
)

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

1
1月
は
老
齢
福
祉
年

金
の
支
払
月
で
す

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方

は
、H
月
1
1日
(
水
)
か
ら
指
定
の
郵
便

局
で
支
払
い
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

郵

便
局
に
持
つ
て
い
く
も
の
=
年
金
証
書

(緑
色
の
手
帳
)
・
印
か
ん

※
代
理
人

が
支
払
い
を
受
け
る
と
き
は
、
代
理
人

の
印
か
ん

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・

給
付
係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

日
時
等
=
表
3
の
と
お
り

内
容
=
国

民
年
金
の
し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料

の
支
払
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表3　 ねんきん出張 相談日 程表

いずれも午前9時30分～午後4時まで

生
涯
学
習
館
の
臨
時
休
館

館
内
消
毒
の
た
め
臨
時
休
館
し

ま
す

。

期
日
=
1
1
月
2
2
・
2
3
日

問
先
=

生
涯
学
習
館

(
3
6
0
5
)
7
1
8
1

※
H
月
2
2日
(
月
)
東
綾
瀬
区
民

亊
務
所
は
平
常
通
り
で
す

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成

講
習
会

共
通
科

目

受
講
生
募
集

日
程
=
H
月
2
7日
、
1
2月
5
・
1
1・
1
9

日

対
象
=
満
2
0歳
以
上
で
、
ス

ポ
ー
ツ
指
導
を
行
っ
て
い
る
方
お
よ

び
指
導
者
を
目
指
す
方

定
員
=
8
0

人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養

成
講
習
会
「
共
通
科
目
」、住
所
、
氏

名
ラ
リ
ガ
ナ
)
、年
齢
、
性
別
、
電

話
、
ス
ポ
ー
ツ
種
目
、
所
属
団
体
を

明
記

期
限
=
1
1月
1
2日
必
着

申

・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
体
育
振
興

係

〒
1
2
0千住
1
-
4
-
1
8

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
8
)

昭
昭
4
4年
7
月
に
同
和
対
策
事
業

特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
措
置
法
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
が
協
力
し
て
、
生
活
環
境
の
改

善
、
社
会
福
祉
の
増
進
、
産
業
の
振

興
、
職
業
の
安
定
、
教
育
の
充
実
、

人
権
擁
護
活
動
の
強
化
等
を
図
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
対
象
地
域
の
住
民
の

社
会
的
、
経
済
的
地
位
の
向
上
を
不

当
に
は
ば
ん
で
い
る
諸
要
因
を
解
消

し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、国
や
地
方
公
共
団
体
は
、

同
和
問
題
解
決
の
た
め
啓
発
普
及
活

動
を
は
じ
め
と
し
て
、生
活
の
安
定
、

福
祉
の
向
上
を
め
ざ
し
た
各
種
の
施

策
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
結
婚
や
就
職
差
別
、
差

別
又
書
の
発
行
が
な
く
な
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
別
措
置
法
は
、1
0年
の
期
間
を

定
め
た
法
律
で
し
た
が
、
一
度
3
年

閧
延
長
さ
れ
、
昭
和
5
7年
3
月
3
1日

に
期
限
が
切
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律

の
施
行
に
対
し
、
昭
和
5
6年
1
2月
に

出
さ
れ
た
国
の
同
和
対
策
協
議
会
の

意
見
具
申
は
、
一
応
の
評
価
を
し
な

が
ら
も
、
一
方
で
生
活
環
境
、
産
業

基
盤
等
の
改
善
整
備
事
業
が
な
お
数

年
を
要
す
る
こ
と
や
、
結
婚
・
就
職

の
差
別
は
依
然
跡
を
絶
つ
て
い
な
い

こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
千
住
本
庁
舎
・
同
和
対
策
担

当
へ

。

保
険
料
は
年
末
調
整
の
所
得

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

□
国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
の
加
入
者
が
納
め
た
保
険

料
は
、「
社
会
保
険
料
控
除
」の
対
象
に

な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
現
在
、
国
民
年
金
の
第
3
号
被

保
険
者
と
な
っ
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
妻
の
う
ち

、
今
年
、
第
1
号
被
保
険

者
と
し
て
自
分
で
保
険
料
を
納
め
た
方

は
、
納
め
た
保
険
料
の
金
額
を
夫
が
年

末
調
整
の
際
に
「
保
険
料
控
除
申
告
一

」

に
記
入
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
控

除
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
国
民
年
金
基
金

の
掛
金
に
つ
い
て
も
「
社
会
保
険
料
控

除

」
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
年
金
課
保
険
料

係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

□
国
民
健
康
保
険
料

勤
務
先
で
年
末
調
整
を
受
け
る
場

合
、
国
民
健
康
保
険
料
は
「
社
会
保
険

料
控
除
」
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
お
手

元
に
あ
る
領
収
書
や
口
座
振
替
済
通
知
(
(

ガ
キ
)
か
ら
領
収
日
を
確
認
し
て
、

今
年
の
1
月
か
ら
1
2月
ま
で
に
納
め
た

保
険
料
の
合
計
額
を
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
合
計
額
が
わ
か
ら
な
い
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
領
収
書

等
を
添
付
し
な
く
て
も
控
除
は
受
け
ら

れ
ま
す
が
、
領
収
書
は
大
切
に
保
管
し

ま
し
ょ
う
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎

・
国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
2

年
末
調
整
説
明
会

区
と
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整
説
明

会
を
行
い
ま
す
。
給
与
関
係
事
務
を
担

当
す
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

な
お
。
自
動
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

日
時
等
=
上
表
の
と
お
り

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
特
別
徴
収
係

(
3
8
8
0
)
5
0
9
1

足
立
税
務
署
・
源
泉
所
得
税
担
当

(
5
6
1
6
)
2
7
2
2

西
新
井
税
務
署
・
源
泉
所
得
税
担
当

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

年末調整説明会の日程

時間は、いずれも午後1時30分～4時

◎ 夕やけ放送は11月から1月まで午後4時になります。<青少年課>
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催
し
物

特
別
講
演
会

世
界
の
福
祉
、

日
本
の
福
祉

日
時
=
1
1月
8
日
(
月
)
、
午
後
2
時

場
所
=
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

講
師
=
見

城
美
枝
子
氏

定
員
=
3
0
0人(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
り
直
接
会
場
へ

問
先
=
足
立
あ
い
あ
い
公
社

(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

福
祉
機
器
展

□
福
祉
機
器
の
展
示

日
時
=
1
1月
1
4・
1
5日
、
午
前
1
0時
I

午
後
4
時

内
容
=
日
常
の
生
活
の
助

け
と
な
る
福
祉
機
器
を
展
示
、
購
入
の

あ
っ
せ
ん
も
し
ま
す

□
講
演
会
r
老
い
て
な
お
美
し
く
」

日
時
=
1
1月
1
4日
百
)
、午
唆
1
時

講
師
=
加
生
侍
子
氏
(
ゆ
う
あ
い
ら
ん

ど
・
さ
の
療
護
長
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
所
=
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

費
用
=
無

料

申
込
=
肖
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

足
立
あ
い
あ
い
公
社

(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

健

康

女
性
の
尿
失
禁

予

防

教

室

日
時
=
1
1月
1
9日
(
金
)
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
対
象
=
女
性
内
容
=
尿

失
禁
の
改
善
と
予
防
の
講
義
、
骨
盤
体

操

定
員
=
2
0人
(
先
着
順
)

費
用
=

無
料

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

糖
尿
病
予
防
週
間

1
1
月
8
～
1
4
日

予
防
も
治
療
も

あ
な
た
が
主
役

糖
尿
病
は
、
体
全
体
の
栄
餐
状
態
が

乱
れ
、
全
身
に
い
ろ
い
ろ
な
合
併
症
を

起
こ
す
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
し
か

し
。
食
生
活
を
上
手
に
行
え
ば
、
糖
尿

病
の
予
防
に
な
り
、
現
在
糖
尿
祠
の
方

も
合
併
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
健
所
・
保
健
相
談
所
で
は
、栄
養
士
に

よ
る
栄
養
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
=
区
民

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話
予
約

場

・
申
・
問
先
=
各
保
健
所
・
保
健
相
談
所

精
神
保
健
講
演
会

眠
り
た
い
け
ど
眠
れ

れ
な
い
あ
な
た
へ

日
時
=
1
1
月
2
4
日
(
水
)
、午
後
2
時
～

4
時

講
師
=

倉
本
英
彦
氏
(

国
立
吶

神
保
健
研
究
所
哨
神
科
医
師
)

定
員
=
5
0

人

費
用
=

無
料

場
・
申
・
問

先
=

足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

募

集

集
め
て
い
ま
す

乳
酸
飲
料
の
空
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

使
用
目
的
=
神
明
水
の
森
公
園
の
地
下

で
空
ブ
ラ
ス
チ
ッ
ク
石
器
を
利
用
し
て

垳
川
(
が
け
が
わ
)
の
水
を
浄
化
し
、

平
成
泉
橋
か
ら
流
し
ま
す
収
集
期
間

=
1
1
月
8
日
～
1
2
月
1
7
日
収
集
方
法

=
集
め
に
う
か
が
い
ま
す
の
で
、
図
1

の
よ
う
に
容
器
の
底
部
を
切
り
取
り
、

で
き
る
だ
け
5
0個
以
上
集
め
て
か
ら
ご

連
絡
く
だ
さ
い

問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
排
水
場
設
計
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
3

図1

「
都
市
型
工
業

大
賞
」
募
集

区
で
は
、
北
区
・
荒
川
区
・
板
橋
区

と
共
同
し
て
、
昨
年
か
ら
都
市
型
工
業

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
閧
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
先
進
的
に
都
市
に
お
け
る
モ
ノ

づ
く
り
の
禾
来
を
切
り
開
い
て
い
る
様

々
な
企
業
の
努
力
と
そ
の
成
果
を
顕
彰

し
、
都
巾
型
工
業
の
将
来
を
展
望
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
区
内
中
小
企
業
の
皆

さ
ん
の
ご
応
募
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ

ん
。

対
象
=
区
内
の
企
業
(
製
造
業
)

内
容
=
夢
企
業
賁
(
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
拑
)
、夢
工
場
賞
(
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
拱
)
、夢
技
術
貧
(
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
賁
)
の
3
部
門
賞
の
中
か
ら
、
特
に

優
れ
た
活
動
と
実
績
を
持
つ
企
業
(
製

造
業
)
1
社
を
選
定
し
、
都
市
型
工
業

大
賞
(
ア
ー
バ
ン
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
大

賞
)
を
決
定
し
ま
す

選
考
・
発
表
=
4

区
工
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
シ
ン
ボ
ル
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
山
根
一
員
氏
(

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)
を
中
心
と
す
る
有

識
者
で
構
成
さ
れ
る
選
考
委
員
会
で
審

査
し
、
平
成
6
年
1
月
下
句
に
発
表
し

ま
す
。
表
彰
式
は
平
成
6
年
2
月
9
日

の
「
第
2
回
都
市
型
工
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
式
典
で
行
い
ま
す

申
込
=
指
定
の

用
紙
に
記
人
の
う
え
郵
送
ま
た
は
F
A
X

期
限
=
1
1月
1
9日
消
印
有
効

指

定
用
紙
請
求
・
申
・
問
先
=
中
央
木
町

庁
舎
・
工
業
振
興
係

〒
ほ
巾
央
木
町
1
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

生
活
環
境

都
市
計
画
の
縦
覧

を
し
て
い
ま
す

東
亰
都
巾
計
圃
生
産
縁
地
地
区

迢

べ
区
決
恚

を
追
加
し
ま
し
た
。

区
域
=
大
谷
一
・
二
・
四
・
五
丁
目
、

舎
人
丁

三
丁
目
、
皿
沼
三
丁
目
、
南

花
畑
五
丁
目
、
甄
浜
三
・
五
丁
目
、
汀

北
丁

五
丁
目
、
鬨
野
二
丁
目
、
古
手

谷
四
丁
目
、
伊
鬨
二
・
四
丁
目
、
竹
の

塚
匸
r
目
、
東
保
木
間
一
丁
目
、
花
畑

二
丁
目
、
西
新
片
七
丁
目
、
栗
原
四
丁

目
、
平
野
一
丁
目
、
六
町
二
丁
目
、
谷

中
二
・
三
・
四
・
五
丁
目
、
大
谷
田
四

丁
目
、
東
和
五
丁
目
、
扇
二
丁
目
各
地

内

告
示
日
=
1
0月
2
5日

縦
覧
場
所

・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
都
市
計
画
係

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

表
4
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
下
水
道
局
小

菅
分
室
　
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
亊
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す
問
先
=
中
火
本
町
庁
舎

・
助
成
係
(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表4　 水洗化可能地域

みんなの健康
足 立 保 健 所　3855- 4151
千 住 保 健 所　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　3606- 4171
中 央 本 町 保健 相 談 所　3880- 5351
千 住本庁 舎・保健予防係　3882- 1111 ㈹

い
つ
か
は
、
き
っ
と
…

求
む
〝夢
追
い
人
〟

大
き
な
夢
、
楽
し
い
夢
、
か
わ
い

い
夢
、
現
実
的
な
夢
、
失
く
し
た
夢

…

。人
の
数
だ
け

、
夢
は
あ
り
ま
す

。

平
成
6

年
1

月
1

月
に
発
行
す
る

「
あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス

」
で

は
、
こ
の

〝夢
〟

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
た
特
集
を
予
定
し
て
い
ま
す

。
そ

こ
で

、
夢
に
つ
い
て
語
つ
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。自
薦
、他

薦
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。申
込
=
(
ガ

キ
ま
た
は
封
書
に
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
、
〝夢
〟に
つ
い
て
簡

単
に
お
書
き
く
だ
さ
い
※
他
薦
の

場
所
、推
薦
者
の
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
も
明
記
し
て
く
だ
さ

い
期
限
=
1
1
月
2
0
日
必
笆
‥
申
・

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
広
報
課

〒
固
千
庄
1
1
4
-
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

掲
示
板

□
弁
護
士
制
度
1
0
0
周
年
記
念
「無
料
法

律
相
談
」1
1
月
1
3
日
(
古
、午
後
1

時
～
8
時
/
教
育
研
究
所
ほ
か
/
相
続

・
不
動
産
・
サ
ラ
金
な
ど
の
法
律
問
題

全
股
の
相
談
/

予
約
制

、
電
話
予
約
受

付
1
1
月
1
1
・
1
2日

、
午
前
1
0
時
I
午
後
6

時
/
東
京
弁
護
十
会
・
第
一
東
京
弁

護
士
会
・
第
二
東
京
弁
護
士
会

(
3
5
9
2
)
9
9
8
8

□
税
の
無
料
相
談

▽
1
1月
1
1
・
1
2
・
1
5

・
1
6
日

、
北
千
庄
駅
ビ
ル

▽
1
1
月

1
1
・
1
2
日
、サ
テ
ィ
西
新
井
店
▽
1
1

月
1
6
日
、
税
理
士
指
導
所
/

い
ず
れ
も

午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
/

足
立
税
務
署

(
5
6
1
6
)
2
7
2
2

西
新
井
税
務
署

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

ひ

ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
家
事
家
計
講
習
会
1
1
月
1
7
日

(水
)
、
午
前
1
0時
I
午
後
1
時
/
葛
飾

区
女
性
セ
ン
タ
ー
/
資
料
代
2
0
0円/
東

京
第
一
友
の
会
葛
飾
方
面
・
梶

(
3
6
2
9
)
6
9
7
2

☆
お
も
し
ろ
学
校
パ
ー
ト
Ⅱ
1
1
月
2
1

日
(
日
)
、午
唆
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

/
産
業
振
興
館
/
体
験
的
お
も
し
ろ
授

業
実
践
者
の
名
取
弘
文
氏
(
小
学
校
教

師
)
と
一
緒
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
を

考
え
る
/

手
話
通
訳
あ
り
/

大
人
3
0
0

円

、子
供
1
0
0円/

足
立
環
境
ネ
ッ
ト
「
ち

え
の
わ
」
・
三
井

(
3
8
3
8
)
2
9
4
0

☆
ル
ー
マ
ル
シ
ェ
　
シ
テ
ヌ
ー
ブ
開
催

1
1
月
6
日
…
午
前
1
0
時
～
午
後
8
時
、

1
1
月
7
日
…
午
前
1
0
時
～
乍
後
5
時
/

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
テ
ヌ
ー
ブ
北
干

僅
3
0
・
多
目
的
広
場
ノ
フ
リ
ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

、
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
、
縁
日
な
ど
ノ

シ
テ
ヌ
ー
ブ
北
千
住
3
0口
冶
会
・
鈴
木

(
3
8
8
8
)
3
8
5
3

☆
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

▽
足
立

シ
テ

ィ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
…
1
1
月
日
日
(

日
)
、
開
場
午
後
4

時
3
0
分
/
北
千
住

ル
ミ
ネ
ノ
定
員
2
0
0人
▽
ウ
ィ
ー
ン
ト
リ

オ
(
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団
の
コ
ン
サ
ー

ト
マ
ス
タ
ー
、
首
席
奏
者
に
よ
る
)
…
1
1

月
2
3日
(
火
)
、開
場
午
後
3
時
3
0分
/

北
千
庄
ル
ミ
ネ
/
定
員
3
0
0人

―
―
い
ず
れ
も
―
―

入
場
無
料
/
北
千
住
ル
ミ
ネ

(
3
8
8
8
)
7
5
5
2

=
募

集
=

☆
E
・
E
・
E
英
会
話
月
3
回
金
曜

日
、午
後
7
時
～
9
時
/
綾
瀬
フ
ル
ミ

エ
/
受
講
料
1
回
2
時
問
千
円
/
池
上

(
3
8
8
1
)
3
5
3
0

☆
ジ
ャ
ズ
・
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
厄
週
木

曜
日
、午
後
7
時
～
8
時
3
0
分
ノ
千
寺

桜
小
学
校
体
育
館
/
入
会
金
2
千
円
、I

回
5
0
0円/
中
村

(
3
8
8
8
)
6
7
2
7

◎ 広げよう地域ぐるみの火の用心( 11/ 9～15日は秋の火災予防運動)　<千住・足立・西新井消防署>
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5
坪
の
家
庭
菜
園

区
民
農
園
利
用
者
募
集

野
菜
づ
く
り
を
通
し
て
、土
や
緑
に

観
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。募
集
農
園

=
左
表
の
と
お
り
※
申
し
込
み
が
多

数
の
場
合
は
抽
選
利
用
期
間
=
平
成

6
年
3
月
初
旬
～
平
成
7
年
2
月
下
旬

対
象
=
区
内
在
住
で
耕
作
地
が
な
く
、

園
芸
に
熱
意
の
あ
る
世
帯

一
用
=
5

千
円
(
返
還
し
ま
せ
ん
)

利
用
条
件
等
=

野
菜
や
草
花
の
栽
培
に
限
り
ま
す
/

農
具
は
各
農
園
に
多
少
用
意
し
て
あ
り

ま
す

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
希
望
す

る
農
園
名
、
世
帯
主
名
、
住
所
。
家
族

全
員
の
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
(
返
信
用
(
ガ
キ
に
も
住
所
、
氏
名

を
記
入
)
。現
在
利
用
中
の
方
は
、こ
れ

ま
で
の
区
画
番
号
も
記
入
。ま
た
、6
0

歳
以
上
の
方
が
利
用
す
る
場
合
は
、
「老

人
コ
ー
ナ
ー
希
望
」と
記
入
し
て
く
だ

さ
い
(
一
般
よ
り
も
当
選
率
が
優
遇
さ

れ
ま
す
)
　
※
重
複
申
し
込
み
は
無
効

と
な
り
ま
す
(
同
居
の
場
合
は
1
世
帯

と
み
な
し
ま
す
)
　
期
限
=
1
1
月
2
2
日

消
印
有
効
抽
選
=
1
2
月
1
0
日
の
午
前

9
時
～
正
午
に
中
央
本
町
庁
舎
匐
・
3
0
3

会
議
室
で
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す

申

・
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
農
産
係

〒
1
2
0中央
本
町
I
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
8

募集する区民農園
手作り作品を募集します

障害者(児)
総合作品展

日
時
=
1
2
月
8
日
～
1
2
日
、午
前
9
時

～
午
後
5
時
場
所
=
竹
の
塚
障
害
福

祉
館
対
象
=
区
内
在
住
の
障
客
者
の

方
内
容
=
絵
画
、書
道
、工
芸
、手

芸
、詩
歌
な
ど
の
作
品
を
公
募
し
、展

示
し
ま
す
申
込
=
直
接
窓
口
ま
た
は

郵
送
期
限
=
1
1
月
3
0
日
申
・
問
先

=
千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
課

〒
1
2
0

千
住
1
-
4
1
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

情 報 コ ー ナ ー
世帯と人 口( 6 年10月1 日 現在)
世 帯　　　　258, 344人 口　　　　644, 873 人
男　　　　　　327, 832 人
女　　　　　　317, 041 人

第22回

足立区合唱コンクール
区内の小・中学校や地域の合唱

愛好団体が美しいハーモニ ーを競
い合い ます。　日 時=11 月14 日(
日) 、午前10時30分 場所= うき

うき館( 入場無料) 内容= 小学校
の部/ 中学校の部/ 一般の部 審
査員= 真篠将氏/ 佐々木行綱氏/
高橋大薇氏　特別出演= 東京足立
少年少女合唱団/ ロートスブルー
メ　問先= 千住本庁舎・文化振興
係　　3882- 1111 ㈹

第8 回足立区
観光写真コンクール

題材= 区内の公共施設、名所旧跡、
文化遺産、伝統行事、河川、街並
みなど 応募規定= カラープリン
ト 四ツ切り( ワイド四ツ切りは除
く) 応募資格= アマチュアの方
応募要領= 「応募用紙」に必要事
項を記入のうえ、直接窓口または
郵送 応募先= 足立区観光協会事
務局または区内写真商業協同組合
加盟店　 ※ 応募用紙は、足立区観
光協全事務局に常時置いてありま
す　表彰= 区長賞1 点/ 特選2 点/
準特選4 点/ 入選10点/ 佳作15

点　期限= 平成6 年1 月末日　申
・問先= 足立区観光協会 〒120中
央本町1 ―17―1　　3880 ―5191

版画教室生徒募集
日時=11月25・26日、午前10時～
午後3 時( 2 日制) 対象=60 歳
以上の区民　内容= 年賀状用の版
回の作り 方を学びます　定員=30
人( 抽選) 費用= 無料　申込= 直
接窓口または電話 期限=11 月13
日　場・申・問先= 老人会館
3859―9732

少年活動リーダー講座

第5 期「 み ん な
エンジョイ音楽隊! 」
竹を使って楽器を作り 、みんな

で合奏してみませんか。 日時等=
右表のとおり　場所= 青年セン

タ ー　対象=16 歳以上の青少年育
成活動にかかわっている方　講師=
関根秀樹氏　費用= 材料費のみ

実費負担 申込= 電話 期限=11
月22日　申・問先= 千住本庁舎・
少年育成係　3882 ―1111㈹

少年 活動リ ーダ ー講座日 程表

あいネット21で楽しく
コミュニケーション!

区政、スポーツ、レジ ャー、 株
価、映画・コンサートなどの情報
提供に加え、区の保養施設やスポ
ーツ施設の空き予約もできる「あ
いネット21」。新鮮で正確、豊富な
情報を提供 するこのローカ ル・キ
ャプテンに、あなたも加入してみ
ませんか。 貸出機器= あいネッ
ト21専用端末機/ パソコン用キ ャ
プ テンソフト　費用= 無料( 通話
料は実費負担) 申込= 電話　申
・問先= 千住本庁舎・情報化推進
担当　3882 ―1111㈹

人権問題を考える
「講演と映画の集い」

人権問 題を正しく理解し、差別
のない明るい社会を築いていくた
めの集いです。また、区内小・中
学校の児童・生徒の人権ポスター
コンクールの表彰式も 行います。
日時=11 月17日( 水) 。午後1 時　
場所= 竹の塚センタ ー　内容= 講
演会「現代若者の差別する可能件」(
埼玉大学教授・福岡康則氏) / 映
画「明 日への彩り」/ 第10回人権ポ
スターコンクール表彰式　申込=
当日直接会場へ　問先= 千住本庁
舎・同和対策担当
3882 ―1111㈹

青年 セ ンタ ーの 催 し
近代と現代の歴史セミナー

第5 回「日露戦争」

日時=11月20日( 土) 、午後3時～

5 時 対 象= 青 年 男女　 内 容= 明
治 時代 の 二大 戦 争 の一 つ 、 日露 戦
争 につ い て、 そ の 背景 か ら 結果 ま

でを 学 び ます　 講師= 吉 田夏 生 氏(
ノ ンフ ィク シ ョン 作家) 定 員=30

人( 先 着 順) 費用= 無 科( テ キ

スト 希 望の 方 は実 費1, 500 円) 申

込= 電 話

子育てサロン
日時=11月17日( 水) 、午前10時～
正午　内容= 子育てについて、若
いお母さんどうし で自由におし ゃ
べりするサロンです。ボランティ
アのお母さん方による、絵本など
のお話し 会もあり ます　費用= 無

料　申込= 当日直接会場へ　 ※ お
子 さんの保 育も行 ってい ますの
で。お問 い合わせください

――いずれも――
場・申・問先= 青年センタ ー
3890―0061

女と男 のフリ ー スペー ス

人権と報道の現在―
スウェーデンを訪ねて

日時=11月19日( 金) 、午後6時30
分～8時30分対象=区内在住・
在勤・在学の方　内容= 男女平等
や社会福祉制度が進んで いる国と
して知られているスウェ ーデンを
訪ねた新聞配者、山口正紀さんを
ゲストに迎え、メディアやメディ
アに関わる人々との出会 いの中で
感じたことをお話し てい ただきま
す。男性記者でも育児休 業を取る
のが当たり前というスウ ェーデン
と、日本の当たり前を比 べてみま
せんか　定員=30 人( 先 肴順)
費用= 無料　申込= 電 話 申・問
先= 女性総合センター
3880―5222

イーストウェーブ
フェス ティバ ル

日時=11月14日( 日) 、午前10時～
午後3 時　内容= バザー、模擬店、
喫茶店、体験コーナー( 紙すき・
織物) 、おもち や図書館、各種イベ
ント( 葛西囃子・手品・フラメン
コ) など　 ※ 移動困難な方のため
に、竹の筱障害福祉館、総合スポ
ーツセンター、綾瀬駅、栗島幼 稚

園前とセンターを結ぶシ ャト ルバ
スを運行する予定です　場・問先
一東部障害福祉総合センター
5682―5370

「税に関する作文」を
展示します
区内の中学生を対象に、足立・

西新井納税貯蓄組合連合会では、
毎年「税に閲する作文」を募集し
ています。今回、今年の心彝柘品
のうち優秀賞に入賞した作品を、
区匣の皆さんに広く知っていただ
くと同時に、税に対する関心が高
まるよう展示します。ぜひ、おで
かけください。　日程等=11月12
日～18日( ただし、初日は午後1
時 から、最終 日は正午まで) …綾

瀬プルミエ/11月15日～26日・・・中
央本町庁舎/11月16日～28日…江
北センタ ー　※ い ずれも閉庁・休
館 日を除き ます　入賞作品( 優秀
賞) = 足立納税貯蓄組 合連 合会
… 清水美貴( 第十三中) / 関千鶴子(

第十六中) / 町田龍作( 東綾瀬中) /
吉田麻記( 東綾瀬中) 、西新井納

税貯蓄 組合連合 会… 早田 祐紀 子(
第七中) / 大荷真由美( 鹿浜中) /
下田直美( 扇中) ※ 敬称略　問先=

中央本町庁舎・納税課
3880―5101

11月の安売りデー
青果物… 11月17日( 水) 、黄緑の

ノボリのあるお店　　魚… 11月19

日( 金) 、青いノボリのあるお 店
主催= 東京都青果物商業協同組 合
千住・西新井・綾瀬支部、関東水
産物商業協同組合西新井・千住支
部　後援= 足立区

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています H. Si 　240, 000


